
� はじめに
Salmonella は Campylobacter と並び細菌性食中毒の代表的

原因菌であり，患者数は毎年上位を占めている１）。なかでも

SEは１９８９年以降，分離される Salmonella の血清型で最も多

い割合を占め，卵類及びその加工品を介する食中毒の原因菌

として注目された。その後１９９８年１１月の食品衛生法施行規則

及び食品，添加物等の規格基準の一部改正により鶏の卵につ

いての表示基準，液卵についての規格基準等が設定されたこ

とにより，サルモネラ食中毒は減少したが，現在でも SEは

分離される Salmonella の血清型の１位を占めている２）。

Salmonella の感染症状の多くは，下痢，発熱，腹痛，嘔吐

Salmonella を主症状とする急性胃腸炎である。しかし，SE

による感染症の症状は胃腸炎にとどまらず，敗血症等の腸管

外感染をおこし全身感染に移行して重篤な結果を招く事もあ

る。３）また，少量でも発症し，食中毒のみならず，集団感染

症の原因菌となりうる４）ことから注意を払う必要がある。

従来，食中毒及び感染症の集団発生の原因究明には，喫食

調査などの疫学調査の方法を統計学的に解析する手法と細菌

学的検索による原因菌の特定が行われ，特に SEについて

は，その細菌学的疫学手法としてファージ型別が用いられて

きた。しかし，ファージ型別は国立感染症研究所（以下感染

研）等，限られた機関でしか実施することができない。

一方，PFGE法は，腸管出血性大腸菌の分子疫学的解析法

として広く普及し，また，サルモネラ，カンピロバクター，

レジオネラ等についても現在各地方衛生研究所で検討が行わ

れている５）。

今回，徳島県内で発生した SE食中毒，集団感染事例，及

び散発感染事例から分離された SE菌株について PFGEを実

施し，泳動パターンの比較を行った。また，あわせてファー

ジ型別との関連性，薬剤感受性試験も含めた疫学関連性を検

討したので報告する。

� 材料および方法
１ 材料

２００５年から２００７年の間に県内の医療機関から感染性胃腸炎

の起炎菌として当所に送付された SEの菌株，食中毒，集団

感染症の行政依頼検査により当所で分離した菌株６３株を用い

て調査を実施した。

２ 検査方法

PFGEは，国立感染症研究所の大腸菌 New Protocolに準
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要 旨

２００５年１月から２００７年１２月の期間に徳島県内医療機関で分離された Salmonella Enteritidis（以下 SE）の菌株，及び

食中毒や集団感染症の原因菌として当所で分離した SE菌株について，パルスフィールド電気泳動（以下 PFGE）を実

施し，泳動パターンの比較を行った。また，あわせてファージ型別との関連性について検討した。その結果 PFGEパ

ターンは２種類に大別され，ファージ型別との関連性においてはファージタイプ（以下 PT）１４b，２１，３６，４７，５９，RNDC

でほぼ同様のパターンを示し，PT１で様々な異なるパターンを示した。なお，PTと薬剤感受性，PFGEパターンの明

確な関連性は認められなかった。
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じて実施したが，制限酵素には BlnⅠ（Takara）を使用し，

泳動条件は，バッファー温度１４℃，６．０V/cm，パルスタイ

ム２．２～６３．８秒，泳動時間１９時間で行った。

なお，ファージ型別は，国立感染症研究所に依頼して実施

した。

また，薬剤感受性試験はペニシリン（PC），アンピシリン

（ABPC），カルペニシリン（CPC），セファゾリン（CEZ），

カナマイシン（KM），ゲンタマイシン（GM），テトラサイ

クリン（TC），ドキシサイクリン（DOT），エリスロマイシ

ン（EM），クロラムフェニコール（CP），リンコマイシン

（LCM），コリスチン（CL），ナリジクス酸（NA），オフロ

キサシン（OFLX），ホスホマイシン（FOM），レボフロキ

サシン（LVX）の１６剤を用い KBディスク（栄研）による

１濃度ディスク法で実施した。

� 結果及び考察
図－１に示すとおり PFGEパターンは，１７パターンに分

類され，これらは２種類のグループに大別された。そのうち

グループ Aは２～３バンドの違いはあるが，ほぼ同一の

PFGEパターンを示した。一方，グループ Bは，多様な PFGE

パターンを示した。このことから，感染源として少なくとも

２つ以上の経路があることが考えられた。

ファージ型別との比較では，表－１に示すとおり，PT１４b,

PT４７，PT３６，PT２１，PT５９及び RDNCがグループ Aに属

し，グループ Bはすべて PT１であった。この結果は，谷脇

らの報告６）と同様であった。

病原微生物検出情報２）によれば全国的には，２００２年には

PT４が最も多く，次いで PT１，PT４７が多く分離されてい

たが２００５年にかけてこれらのファージ型は減少し，一方２００２

年には少なかった PT１４bが増加の傾向にある。図－２に示

すとおり本県においては，PT１は２００５年に多く分離され，２００６

年以降分離されていない。一方 PT１４および PT４７は，２００５

年～２００７年にかけて継続して分離されており，全国の状況を

反映するものと考えられた。

表－２に示すとおり，食中毒と断定された２事例由来の

ファージ型別は，PT１及び PT２１であり，PFGEパターンは

B－３及び A－１であった。また，表－３に示すとおり２００５

年７月の集団感染事例では A－１を示すものがが５株，

A－２を示すものが４株であり，ファージ型別は PT１４bで

あった。

６３株中，薬剤耐性を示した１８株について，DNAパターン

とファージ型別も含めて疫学関連性を検討したが，各パター

ンの多様性が少ないことから，これら散発事例の関連性を推

察することはできなかった。（表－２）

大腸菌 O１５７と比較して，SEは DNAパターンの多様性に

乏しいといわれており，薬剤感受性を組み合わせることによ

り疫学関連性を推察するのに有効であるとの報告もあるが，

今回の調査では DNAパターンと薬剤感受性から疫学関連性

を推察することはできなかった。

今回の調査は，すべて臨床株であったが，今後輸入鶏肉や

図－１ 徳島県内で分離された Salmonella Enteritidisの PFGEパターン
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国産鶏肉等の食材についても，PFGEパターン，ファージ型

別等を実施し時系列で比較することにより，SEによる感染

源が明らかになると考えられる。

また，薬剤感受性試験の使用薬剤として，輸入鶏肉由来 SE

で耐性が多く認められるストレプトマイシン（SM）スルファ

メトキサゾール／トリメトプリム（ST）を加え，今後とも

調査を続けていく必要があると考えられた。

� まとめ
徳島県内の胃腸炎患者由来 SEの PFGEパターンは，２グ

ループに大別され，感染起源として少なくとも２つの経路が

あることが考えられた。

ファージ型別との関連性においては，PT１４b，PT４７，PT

３６，PT２１，PT５９及び RDNCが同様の PFGEパターンを示

し，分類が困難であったが，PT１は異なる PFGEパターン

を示した。

大腸菌 O１５７と比較して，SEは PFGEパターンの多様性

に乏しいが，組み合わせる薬剤感受性試験を工夫することに

より，疫学的に有効な情報が得られる可能性が考えられる。

また，感染経路の究明には，今後臨床株の他，食材等につ

いても菌株分離を行い，PFGE，ファージ型別等を実施して

検討を加える必要があると考えられた。
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表－１ PFGEパターンとファージ型別の比較

PFGEパターン Total PT１４b PT４７ PT３６ PT２１ PT５９ RDNC PT１ PT１b

A－１ ３６ ２７ ７ １ １

A－２ １１ ８ １ １ １

A－３ １ １

A－４ １ １

A－５ １ １

B－１ １ １

B－２ ２ ２

B－３～１１ ９ １＊

B－１２ １ １

１＊：各１株

図－２ ２００５年～２００７年に県内で分離された SEのファージ型別
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表－２ PTと PFGE・薬剤感受性パターンの比較

採取年月日 年齢 性別 分類 PT PFGEパターン 耐性薬剤

２００５／３／３ 散発 １４b A－１ ABPC

２００５／４／１８ ４２ 男 散発 １４b A－１ ABPC

２００５／４／２１ １７ 男 散発 １４b A－１ ABPC

２００５／５／２６ ６５ 散発 １４b A－１ ABPC，CPC，EM

２００５／６／２ ４６ 男 散発 １４b A－１ ABPC

２００５／６／２０ ７１ 男 散発 ３６ A－１ ABPC，EM，DOT

２００５／７／１３ ８５ 女 集団感染 １４b A－１ ABPC

２００５／７／１４ ９０ 女 集団感染 １４b A－２ DOT

２００５／７／２５ ４７ 男 散発 １４b A－１ CPC

２００５／８／２１ ７ 女 食中毒 １ B－３ DOT

２００５／８／２４ ７ 男 食中毒 １ B－３ DOT

２００５／９／１５ ３ 男 散発 １４b A－１ ABPC

２００６／２／２３ ３ 男 散発 ４７ A－１ ABPC

２００６／２／２３ １１ 女 散発 ４７ A－１ ABPC

２００６／２／２８ ３ 女 散発 ４７ A－１ ABPC，EM，DOT

２００６／３／２４ ２８ 女 散発 １４b A－１ ABPC

２００６／１２／８ ４ 女 散発 １４b A－１ ABPC

２００７／５／１４ ５２ 男 食中毒 ２１ A－１ ABPC

表－３ ２００５年集団感染事例

PT PFGEパターン 耐性薬剤

１４b A－２ －

１４b A－１ －

１４b A－１ ABPC

１４b A－１ －

１４b A－１ －

１４b A－２ －

１４b A－２ －

１４b A－２ DOT

１４b A－１ －

薬剤感受性試験において，PC，EM，LCMに対しては全ての菌株が耐性を示したので記載を省略した（表－２，３）
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